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	製品名: リン酸化PAK1/2/3（Ser144/Ser141/Ser154）ウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	PAKタンパク質は、Rho GTPaseを細胞骨格再構成および核シグナル伝達に結びつける重要なエフェクターです。PAKタンパク質は、低分子GTP結合タンパク質であるCdc42およびRACの標的として機能し、幅広い生物学的活性に関与していることが示唆されています。PAK3は、GTP結合RAS様タンパク質（P21）、CDC2、およびRAC1と活性化複合体を形成し、様々な標的を触媒します。
	研究分野
	神経科学
	画像データ
	

	Phospho-PAK1/2/3 (Ser144/Ser141/Ser154) 抗体を使用した、C6、3T3、Hela 溶解物中の PAK1 (Phospho-Ser144)/PAK2 (Phospho-Ser141)/PAK3 (Phospho-Ser154) のウエスタンブロット分析。
	

	HelaにおけるPAK1（リン酸化Ser144）/PAK2（リン酸化Ser141）/PAK3（リン酸化Ser154）（緑）の免疫細胞化学分析（PAK1（リン酸化Ser144）/PAK2（リン酸化Ser141）/PAK3（リン酸化Ser154）抗体およびDAPI（青）を使用）
	

	リン酸化PAK1(Ser144)/2(Ser141)/3(Ser154)抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウムpH 6.0を使用した。

